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◇◇定点把握の対象となる５類感染症　発生状況◇◇　　（定点当たり患者数）

第 25 週

23 週 24 週 25 週 開始 終息

4.40 2.60 1.20 0.27 1.18 1.20 30 10 10

1.80 1.40 1.60 1.00 1.16 1.60

44.20 36.80 33.60 51.93 55.16 33.60

ＲＳウイルス感染症 0.33 0.67 0.00 0.24 0.16 0.00

咽頭結膜熱 0.00 0.00 0.00 0.73 0.55 0.00 3 1

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 17.67 警報 15.33 警報 18.33 警報 2.60 3.35 18.33 警報 8 4

感染性胃腸炎 0.67  0.67 0.00 5.81 4.61 0.00 20 12

水痘 1.00 0.00 0.33 0.44 0.71 0.33 2 1 1

手足口病 0.00 0.00 0.00 0.33 0.26 0.00 5 2

伝染性紅斑（リンゴ病） 0.00 0.00 0.00 2.53 警報 1.48 0.00 2 1

突発性発しん 0.67 0.33 0.33 0.38 0.26 0.33

ヘルパンギーナ 0.33 0.00 0.33 0.62 2.00 0.33 6 2

流行性耳下腺炎

（おたふくかぜ）
0.00 0.00 0.00 0.09 0.03 0.00 6 2 3

急性出血性結膜炎 4.00 警報 3.00 警報 2.00 警報 0.03 0.38 2.00 警報 1 0.1

流行性角結膜炎 10.00 警報 9.00 警報 10.00 警報 0.87 2.50 10.00 警報 8 4

細菌性髄膜炎 0.00 0.00 1.00 0.02 0.08 1.00

無菌性髄膜炎 0.00 0.00 0.00 0.04 0.00 0.00

マイコプラズマ肺炎 1.00 0.00 0.00 0.50 0.08 0.00

クラミジア肺炎

（オウム病は除く）
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

感染性胃腸炎
（ロタウイルスであるものに限る）

0.00 0.00 0.00 0.05 0.08 0.00

◇◇全数把握対象感染症　発生状況◇◇ ※報告日掲載　（県作成速報：診断日掲載）

一類感染症

二類感染症

三類感染症

四類感染症

五類感染症

◇◇トピックス・季節情報◇◇

百日咳 患者６名（10歳未満・男性３名、10歳未満・女性1名、10代・男性１名、10代・女性１名）【第25週】

★百日咳の報告が続いています。
　百日咳は、主に百日咳菌の感染によっておこるけいれん性の咳発作を特徴とする気道感染症です。潜伏期は通常
５～１０日で、かぜ様症状で始まり、次第に咳の回数が増え程度も激しくなります。夜間の咳発作が多いことも特
徴で、回復までに２～3か月かかることもあります。また、乳児では、肺炎、脳症を合併し、重症化することもあり
ます。感染経路は飛沫感染ですので、咳エチケット、手洗い、手指消毒で予防に努めましょう。

★流行性角結膜炎に注意しましょう
   警報レベルが継続しています。
　本疾患は、アデノウイルスによる疾患です。涙液や眼脂で汚染された指やタオル類からの接触感染により伝播
し、小児から高齢者の方まで幅広く罹患します。潜伏期は8日から14日で、急に発症し、眼瞼の浮腫、流涙、耳前
リンパ節の腫脹を伴います。角膜に炎症が及ぶと透明度が低下することがあります。有効な治療薬はなく、対症療
法が基本となります。感染力が強いので眼分泌物はティッシュペーパーなどで除去し、直接手で触れないように
気をつけましょう。
　また、手洗いを励行し、洗面器やタオルを共有せず、触れた場所をアルコール等でよく拭くなどして感染防止に
努めましょう。

報告なし

報告なし

【第25週】 腸管出血性大腸菌感染症　患者1名（10歳未満・女性）
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